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一般質問 

問
消防団あり方検討委員会に

ついて。

答
消防団のあり方検討委員会

は、12 名の構成で行ってい

ます。学識経験者、防災ボランティ

ア代表、区長会代表、防火協会、

民間事業所代表、婦人防火クラブ

代表、消防署、消防団幹部、若手

消防団員の奥様も参加いただいて

います。検討内容は、消防団員の

処遇改善、装備や資機材、消防団

員の負担軽減策、定数や組織、人

員確保の中長期の課題と消防団員

報酬、手当、補助金、助成金の負

担のあり方等について議論を深め

ていただいています。

問
有害鳥獣駆除委託業務費の

見直しについて。

答
兵庫県猟友会加西支部に

有害鳥獣駆除を委託してい

ます。平成 30 年度の捕獲活動

は、活動期間が 3 カ月で出役延べ

2,247 人という報告を受けており、

委託料の中から猟友会の会員の

方々に、活動日数に応じて活動費

を支払わなくてはならないため大

変厳しいとのご意見をお聞きして

います。このことから平成 31 年

度予算は委託料を増額し計上して

います。

■その他の質問項目

・ 避難準備情報発令アンケート調

査及び対策について

・ 防空壕の散策路安全対策と駐車

場整備について

・ 鶉野飛行場跡地関連市道の安全

対策について

消防団あり方検討委員会・有害鳥獣対策関係について

原田　久夫  議員

（21 政会）

問
一体型施設として地域活性

化拠点施設を建設する計画

ですが、戦争記録と記憶を後世に

伝える平和学習や飛行技術の継承

と道の駅のような施設とは相入れ

ないものがあると思います。しっ

かりと区分けが必要と考えます

が、見解をお聞きします。

答
地域活性化拠点施設は、展

示スペースと物販飲食ス

ペースに区分予定です。展示ス

ペースと飲食ブースの間には大

きな空間として共有スペースを設

け、現在製作中の紫電改の実物大

レプリカを展示する予定です。そ

れぞれの区切りは、格子状の仕切

りを計画しており、一定の空間ご

とに仕切ることが可能と考えてお

り、空間をうまく利用して区分け

できるよう考えています。

問
現在、大型プロジェクトで

は、加西インター周辺産業

団地、鶉野飛行場跡地周辺開発、

また東高室地区の地区計画の 3 つ

の事業と合わせて区画整理も進め

られています。いずれも加西市の

将来に極めて重要な事業であり、

今後、想定される仕事量から判断

し、人員的に不足がないかお聞き

します。

答
大型プロジェクト推進課の

業務は、ご指摘のとおり業

務量、あるいは予算規模の面にお

いて、かなり集中している状況で

あり、解消する必要があると考え

ます。組織体制の整備、適正な人

員配置を検討したいと考えます。

鶉野飛行場跡地周辺整備（空の駅）について

土本　昌幸  議員

（公明党）

問
自治体によっては、子供の

均等割を免除する取り組み

があり、岩手県宮古市では、2019

年度からゼロ歳児から高校 3 年生

までの対象者に対して均等割をな

くすということである。こういっ

た手だてを加西市でするとすれば

どのようになるのか。

答
加西市の場合、684 人で、

均等割額が 3 万 6,000 円で、

2,464 万円になります。法定軽減

の対象の方もあるので、実質 2,000

万円強ではないかと考えます。

問
現在の 3 億 4,000 万円を超

える基金や 2018 年度補正

予算を見ても、子供の均等割軽減

は検討できると考えるが。

答
平成 30 年度から国保制度は

都道府県化となり、今後統

一保険税を目指す方向で、軽減し

てもいずれ継続できなくなること

もありますので、そういった点を

見極めながら考えていきます。

課税の権限は基本的に

自治体にある。宮古市ではふるさ

と納税を活用している。子育て支

援の施策として取り組むことを検

討していただきたい。

■その他の質問項目

・ 大型事業と財政への影響につい

て

・ 「5 万人都市再生」と住宅政策

について

・ 公共交通について

・ 幼児教育・保育について

・ 就学援助制度について

国保税の負担軽減について

井上　芳弘  議員

（日本共産党）

要望


